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伊達・えりもセンター開所式
本公社に運営が委託されているマツカワ種苗生

産施設の北海道栽培漁業伊達・えりもセンター開
所式が4月18日、伊達センターで執り行われ、漁
業関係者ら約160人が出席しました。
現在、伊達センターでは3月22日から採卵しふ化

した約300万尾の稚魚を育成中で、6月中旬ごろには
30㎜種苗約125万尾を生産し、うち44万尾をえりも
センターに搬送して最終的に計100万尾を体長80㎜
まで中間育成し、えりも以西海域に放流します。
開所式に次いで行われた祝賀会では両センターで

種苗生産を担当する職員各2名が紹介されました。
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オホーツクの海を
守るための対策を

AQUACULTURE ROAD漁業士発―――――アクアカルチャーロード 

網走漁協指導漁業士の白井晴美さ

んは漁業後継者として父親の跡を継

ぎ、網走合同定置漁業とホタテ事業

の共同経営権を有しています。

白井さんは「船に乗って沖で仕事

をすることはできないので、9月か

ら11月のサケの漁期中は選別など陸

の仕事をして、6月のホタテ稚貝放

流期間には食堂の作業を手伝いま

す」と話します。

稚貝放流期間の食堂は、漁業作業

員に朝食を出すためのもので、ホタ

テ事業部会から委託を受け、女性部

が行っています。営業期間は10日間

ほどですが、夜中の12時半頃から準

備を始め、約240食作ります。早朝

4時には1回目の人たちが食べに来ま

す。一度に食堂に入れる人数は60人

ほどなので、交代で7時くらいまで

の間に全員が食べ終えます。

「婦人部時代に引き受けてもう19

年近くになるでしょうか。当初はご

飯とみそ汁、漬け物程度でよかった

のですが、最近はアルバイトに農大

生など若い子が来るので、体が持た

ないから肉を出してくれとの要望

で、朝からカレーライスや豚汁など

も出すようになりました。当番表を

作って1日10人ぐらいの部員で食事

を作りますが、委託料を活動費に充

てるためにみんな日当なしのボラン

ティアで来てくれています」

白井さんは平成13年度に漁業士の

認定を受けましたが、それと同時期

に女性部長も引き受けています。

「女性部員数は60人を切ってしま

いました。組合員の奥さんの5分の1

程度しか女性部に入っていません。

網走は豊かな浜で、浜仕事を手伝っ

ている奥さんが少なく、女性部にも

関心がないのだと思います」

食堂のほか、女性部活動としては、

植樹と海岸清掃を行っています。

オホーツクは宝の海だが、その豊

かさが脅かされようとしていると白

井さんは危惧しています。

「今すぐにどうのこうのという話

ではないでしょうが、例えば温暖化

による海洋環境変化の問題。実際、

定置網にはイナダやフグなど今まで

は見られなかった南の魚が入ってき

ていますし、流氷も接岸期間が短く

なっています。流氷が運んで来てく

れるプランクトンも将来どんどん少

なくなるかもしれません」

知床に油汚染海鳥の死骸が漂着し

た問題も大きな不安材料です。

「もしも、サハリンで事故が起こ

ったらオホーツク海はどうなってし

まうのか、オホーツク沿岸漁民はみ

んな身近に危機感を抱いたと思いま

す。みんなで知恵を出し合って、も

しもに備えた対策を今から何か考え

ていかなければなりません」

危険信号はあちこちにいっぱい出

ています。もっと注意深く周りを見

渡し、どれとどれをどうつなげて１

つの線にして解決策を見いだせば良

いのか、模索する必要がありますと

白井さんは訴えます。

網走漁協指導漁業士
白井　晴美さん

§
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オホーツクの海を
守るための対策を

女性部で朝食づくり

危険信号を感じ取る

「以前は女性部だけで植樹を行っ

ていましたが、川の上流で土砂崩れ

があったのを機に農家の人たちにも

理解してもらおうと美幌や女満別に

も声をかけ、3年くらい前から漁協

青年部をはじめJA女性部、一般市

民も一緒に植樹をしています。また、

海岸のゴミ拾いは沖でゴミを捨てな

いよう啓発するために青年部にも参

加してもらっています」

最近女性部活動に『食育』が取り

上げられるようになりました。

「食育は本来、家庭がしてきたも

のなのに、それができない世の中に

なったのだなとため息がでます。漁

協女性部としては良いテーマを与え

られたと思います」

みんなで植樹を
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釧路地区水産技術普及指導所　主査

高　島　国　男
白糠漁業協同組合　信用部課長

藤　田　正　明

今月の
講　座

栽栽培培漁漁業業公公社社紙紙上上大大学学

白糠町およびその周辺海域における
ヤナギダコの漁業実態と生態

ヤナギダコは主に北海道および

本州北部、サハリン、千島列島南

部周辺の海域に分布し、国内では

主として北海道周辺で漁獲されて

います。そのうち日高～釧路地方

の太平洋沿岸の漁獲が80％以上

を占め、釧路管内では白糠町周辺

海域が漁場の中心となっており、

ヤナギダコは白糠町における重要

な地域特産種となっています（図

１）。

このため白糠漁業協同組合（以

下白糠漁協と記す）では、資源の

維持・増大を目的に、昭和39年

から継続して産卵礁の設置試験に

取り組んでいます。この他、商品

価値の向上のため、「まんまの塩

辛」、「たこおこわ」等いろいろな

加工品を開発・販売しています。

また、白糠漁協のたこ縄部会（以

下部会と記す）では資源保護のた

め、自主的に２㎏未満の小型のタ

コ（通称コダコ）の再放流を行っ

ています。さらに部会では、資源

の維持・増大、管理に対する方策

や効果的な事業の推進の検討に必

要な生態的知見を得るために、水

産技術普及指導所と共同で、各種

調査を行なっています。

そこで今回は、白糠漁協におけ

る漁業の実態や今まで得られたヤ

ナギダコの生態に関する知見の一

部を紹介します。

漁業によって漁獲されています。

空釣り縄は大正時代からの伝統的

な漁法で、針を仕掛けた縄を海底

に張り、それに移動するタコが引

っ掛かり漁獲するもので餌は使い

ません（図２）。この漁具を年毎

に割り当てられた３～４漁場に敷

設した後、半月ほどの間隔で引き

揚げと投入を繰り返します。寒さ

の厳しい冬期が盛漁期となるた

はじめに

図2 空釣り縄漁法の概略

図1 白糠町の位置

　 　 

　 

　 

図3 漁獲物の体重組成

ヤナギダコは12～５月上旬に、

水深50～300mほどで空釣り縄

白糠漁協における
ヤナギダコの漁業実態



ヤナギダコの交接可能サイズ

（性成熟）は雌雄とも体重２～４

kg以上であり、交接は秋～冬に

行なわれると推定されています。

また、産卵は交接した年の翌春に

行なわれると考えられています。

しかし、漁獲物や種々の調査で得
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栽栽培培漁漁業業公公社社紙紙上上大大学学

め、各年の操業日数や時間は気象

条件に大きく左右されます。

漁獲物は雌雄別に選別され市場

に出荷されますが、それらの体重

は雌雄とも２～３kg台が中心で

５kg以上の個体はごくわずかで

す（図３）。

平成17年の漁獲量は昭和63年

に次ぐ1,469トン、漁獲金額は史

上最高の5億3千万円を記録して

います。しかし、昭和25年から

の長期にわたる漁獲量を検討した

ことにより、漁獲量は10～20年

ほどの間隔で大きな変動をしてい

ることがわかりました。すなわち、

その後徐々に回復し昭和63年に

はそれまで最高の1,763トンに達

したものの、それをピークに再び

急激に減少し、平成６年には58

トンまで落ち込みましたが、その

後、再び増加して現在に至ってい

ます（図４）。

昭和50年代初めに皆無に近い状

態になるまで落ち込みましたが、

ヤナギダコの生態

図4 漁獲量と金額の推移
（S25～S32：白糠漁協業務報告書，S32～H15：北海道現勢，H16～：指導所統計）

写真1 雄の生殖巣の発育段階

表1 雄の成熟度

周年交接可能であり、体重
500ｇ未満でも産卵
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栽栽培培漁漁業業公公社社紙紙上上大大学学

この基準に従い、時期別・体重

別に成熟度を検討し、図５には雌

雄の体重別成熟度の時期的変化を

それぞれ示しました。

雄では９月と10月にシシャモ

桁曳網で混獲された１㎏未満の個

体の精巣はすべて成熟度Ⅰの未発

達の状態でしたが、体重１㎏以上

はすべての時期において成熟度Ⅲ

以上で、大部分は成熟度Ⅳでした。

雌では10月と11月にケガニ籠

及びシシャモ桁曳網で混獲された

500g未満の個体はすべて成熟度

られた幼体～成体までの生殖巣の

周年にわたる観察等から、交接期

間はほぼ周年に亘り、産卵期も長

く、交接や産卵可能なサイズもこ

れまでよりかなり小さいと推定さ

れるような資料が得られました。

生殖巣の特徴から、「北水試魚

介類測定・海洋観測マニュアル

（1996年３月）」の成熟度区分を

改変して、雌雄とも成熟段階を五

区分し、雌では未発達期（成熟度

Ⅰ）・成熟前期（同Ⅱ）・成熟中

期（同Ⅲ）・成熟後期（同Ⅳ）、

産卵期（成熟度Ⅴ）に、雄ではⅠ

～Ⅳまでは同様ですが、成熟度Ⅴ

を交接終了期としました。このう

ち、雌雄とも成熟度Ⅱ以上が性成

熟したすなわち交接可能な状態の

ものです。写真１、２にはそれぞ

れ雄、雌の各発育段階の生殖巣を、

表１、２には雌雄の各発育段階の

それぞれの特徴を示しました。

    

　 

　 

図5 時期別・体重別の成熟度写真2 雌の生殖巣の発育段階

　 　 　 　 　 　 　 　 

表2 雌の成熟度
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栽栽培培漁漁業業公公社社紙紙上上大大学学

Ⅰの未発達期のものでしたが、体

重１㎏以上の個体は、すべての時

期において成熟度Ⅱ以上で、大部

分の個体は成熟度Ⅲで、11～12

月では産卵開始直前と思われる成

熟度Ⅳの個体も見られました。特

に漁獲対象である２㎏以上のすべ

ての個体が、交接が終了した成熟

度Ⅲでした。

このように、雄では体重１kg

以上、雌では体重500ｇ以上は調

査を行ったすべての時期で交接可

能あるいは交接後の状態まで成熟

が進んでいました。

また、写真３には素焼土管の産

卵礁に入っているヤナギダコと産

み付けられた卵を、写真4には体

重384gの雌の生殖巣を示しまし

た。体重384ｇの個体は写真３の

ように素焼土管に単独で入り、そ

の卵巣内には卵が残存しており、

明らかに産卵途中の状況となって

いることから、土管の中の卵はこ

のヤナギダコから産み出されたも

これまで、ヤナギダコの年齢と

成長の関係や寿命については良く

知られていません。そのため、産

卵礁から得られた卵のふ化試験や

天然海域で採集された幼ダコの飼

育試験を行い、ふ化後1年位まで

の成長を明らかにしました。

ふ化直前の稚ダコは、卵内で

胴部をてんらく糸側に向け反対

側の口に卵嚢を付けています。

そしてふ出の方法は、卵嚢を付

けたままてんらく糸基部に近い

部分が破けて胴部から出てきま

す。卵からふ出した稚ダコの全

長は約２cm、体重は0.3～0.5g

でした。ふ出後、稚ダコの卵嚢

は１～２日で脱落し、形態も行

動も親と同じで、活発に遊泳し

着底すると物陰を好み一丁前に

墨も吐きます。ただ、ヤナギダ

コの特徴である両眼間の淡黄色

の筋状模様はまだ見られません

（写真５、６）。

図６には平成14年11月に釧路

町仙鳳趾地先ウニ漁場および平成

16年５月に厚岸湾ホタテ漁場で

採取されたそれぞれ体重43gと体

重108gの個体を水槽内で飼育し

た結果を示しました。飼育中は、

１週間毎に給餌（冷凍ホッキガイ、

活アサリ等）と水槽掃除を行いま

した。２個体ともストレスや水槽

の壁に頭のてっぺん（胴部先端）

をぶつけるためかその部分の表皮

が丸く剥がれ白くなり、飼育後１

年ほどで死亡してしまいました。

この間、平成14年の個体の体重

は飼育開始時より約４倍、平成

16年の個体の体重は約３倍に増

重し、それぞれ174ｇと344ｇに

なりました。従来の知見から、飼

育された個体は当歳と考えられ、

さらにこの飼育試験から、ヤナギ

ダコの成長は早く、産卵していた

384gの雌は満１歳であると推定

されました。

のと推定されます。この他の土管

の中で産み付けられた卵とともに

採取された一部の体重500ｇ未満

の個体の卵巣も、同じような状況

でした。このことから、最小体重

384ｇを含む体重500ｇ未満の個

体でも産卵することがわかりまし

た。

 　 
　 
　 

図6 飼育個体の成長

写真6 ふ出2日目の稚ダコ写真5 ふ出直後の稚ダコ写真4 産卵中の卵巣（体重384g）

写真3 産卵中のヤナギダコ

満1歳で体重500gに成長
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ここで紹介した成熟に達する大

きさや年齢は、従来の知見とは異

なり、特に成熟に達するサイズは

これまで考えられていたより、非

常に小さくなっていました。この

まとめと今後の課題

終わりに

これまで体重数ｇの稚ダコは7

月に水深30ｍぐらいの浅みに分

布し、成長すると沖合の水深100

ｍより深い所へ移動することが明

らかにされていますが、その詳細

は明らかにされていません。

十勝および釧路海域で釧路水試

資源管理部によって実施されたシ

シャモの漁期前調査時（９～10月）

に得られた小型個体（体重２kg未

満）の分布を検討したところ、未

成熟な体重500g未満の個体は水深

50m以浅に多く分布していること

が明らかになりました。

図７には水深帯別の体重組成を

示しました。これによると、体重

500g未満の個体が60m付近より

浅い水深帯に分布し、体重１kg

以上の個体はそれらより深い水深

帯に多く分布していました。

ほとんどの体重１kg未満の成

熟段階は未発達期で、体重１kg

前後とそれ以上の雌の個体は成熟

前期から中期のものでした。

したがって、ふ化後体重500ｇ

までの未成熟期には水深60ｍよ

りも浅い水深に分布し、体重１

kgの性成熟に達した頃に、水深

60ｍよりも深いところに移動し、

2kg以上の漁獲サイズの個体群と

ともに分布するようになると推定

されます。

ことは、現在行われている小型個

体の再放流は、商品価値を高める

だけではなく再生産に有効である

ことを証明するとともに、資源管

理を行なう上で解明しなくてはな

らない重要な課題を提起させま

す。すなわち、これまでヤナギダ

コは一度の生殖で死亡すると考え

られています。もし、そうだとす

ると、今回得られた結果からは、

これまで考えられていたよりもか

なり小型のサイズでも死亡する可

能性があります。したがって、今

後、このことを確認するとともに、

大きさ別（体重別）の成熟率につ

いて、明らかにしていかなければ

ならないと考えます。

また、今回多種の漁業が行われ

ている水深50ｍ以浅が、体重

500ｇ未満の個体の主分布域であ

ることが明らかになりました。こ

のことは、水深50ｍ以浅で混獲

される幼ダコの再放流による保護

も資源の維持・増大に極めて重要

であることを示すものです。さら

に、他種漁業による混獲や各調査

における体重500ｇ未満の採集数

を検討することにより、事前に資

源量の変動を予測できる可能性が

あります。今後、このことを検証

し、漁獲量の安定を図れるような

利用方法を検討していかなければ

ならないと考えます。

たこ縄部会の現在高齢の部会員

は青年部時代からこれらの活動に

参加し続けています。このため部

会員の各種調査活動への参加や資

源の増殖等に対する意識は高く、

部会員のまとまりもあります。こ

のことが、白糠漁協において多く

の有益なヤナギダコの漁業や生態

に関する知見が収集・蓄積されて

きた大きな要因と考えられます。

今後も漁業者や水産試験場、水

産指導所などの関係機関が連携・

協力していくことにより、多くの

課題を明らかに出来ると思います。

最後にこのような紙面で紹介で

きる機会を作っていただいた釧路

水産試験場資源増殖部の今井部長

と原稿の作成にあたり有意義な指

導と校閲をしていただいた同部

佐々木主任研究員にはこの場を借

りて厚くお礼申し上げます。

図7 水深帯別の体重組成

水深50m以浅が体重500g未
満のタコの主分布域
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母 母 母 
北海道ＪＦ女性連会長
常呂漁協女性部長

新谷　恭子さん

常呂漁協の植樹活動の歴史は古

く、そのきっかけは昭和30年代に

遡ります。当時は何の規制もない

時代で、常呂川上流の澱粉工場や

パルプ工場が垂れ流す汚水により、

河口でサケの窒息死が多発するよ

うになりました。昭和39年、漁民

が結束して立ち上がり、北見まで

デモに行って企業や行政に訴えま

した。浜のお母さんたちも鉢巻き

を締め、こどもを背負って参加し

ました。そして昭和45年、全国で

2番目に汚濁防止法の条例がしか

れました。それから常呂川を守る

ために周囲の山を組合で買って植

樹を始めたのです。先人の苦労や

思い、森と川と海はひとつという

教えを後世にきちんと伝えて守っ

ていきたいと思っています。

北見地区では15年前から毎年青

年部と一緒に旭川の女子短大で料

理講習を行っています。そのとき、

あなたがたが何年かたって社会人

や主婦、お母さんになったときに

食べるということが一番大事だと

思うということをお話しして、た

だ料理を教えるだけではなく、魚

が育つ環境の話などにも触れます。

そういった料理講習会も「食育」

の一環だと思います。

時代の流れで部員は少なくなっ

ていきますが、浜のお母さんたち

には活気があります。すばらしい

感性を持っている若い人たちもお

ります。そこからまた輪が広がっ

てくれると期待しています。

来年、再来年とあちこちの女性

部が創立50周年を迎えます。こ

の節目に原点に立ち返り、何のた

めに女性部があるのか、組合にと

ってどういうものなのか、どうあ

るべきかを勉強し直さなければな

らない時期に来ているのではない

でしょうか。

原点に立ち返って


